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平　野　総　合　病　院

活動性の低下がもたらすこと
リハビリテーション課

廃用症候群とは
　病気やけがで安静を余儀なくされ、過度に活動性が低下したことにより身体が衰えることを総称して「廃

用症候群」といいます。動かないことにより筋肉にまったく収縮を入れない状態が続くと、筋力は 1 週間で

10〜15%低下するといわれています。また筋肉が伸びにくくなったり、関節自体が固くなったりすることに

より関節の動きが悪くなります。このような筋・骨格系の問題だけでなく、呼吸機能の低下、心機能の低下、

血管に血のかたまりなどがつまる（静脈血栓症）、長く寝た後に起き上った際に起こる立ちくらみ（起立性低

血圧）、食べ物が誤って肺に入る（誤嚥性肺炎）、床ずれ（褥瘡）などさまざまな悪影響があります。さらに、

これらの障害のためにいっそう活動性が下がり寝たきりを助長すると、うつやせん妄、見当識障害など精神

機能、認知機能に影響を及ぼすこともあります。特に高齢者の場合は、廃用症候群の状態になると若年者と

比べ回復に時間がかかり、長く続くことで元の状態に戻るのが困難になるため注意が必要です。

予防・改善のためには…
　病気やけがの治療のための入院生活で余分な疾患を合併しないためにも、常に寝て過ごすという状態から

脱却し、できる限りベッドから離れ活動することが必要になります。「立つ・歩く」ことで全身に荷重をかけ

ることが出来るのがいちばんですが、起きて過ごすだけでも体を支えるために筋肉は活動するため、少しで

も座って過ごす時間を増やす意識を持つことが重要です。しかし、もともと要支援・要介護状態にあり、一

人で動けない、または一人で動くと転倒や転落の危険があるという状態にある患者さんも多くみられます。

その場合は医療スタッフやご家族の介助・みまもりによって離床する必要があります。

当院でのリハビリスタッフの関わり
　病床数に対して多くのリハビリスタッフが配置

されており、一般的にリハビリテーションの対象

となりやすい整形外科疾患や脳血管障害だけでな

く、内科疾患や外科手術後で臥床傾向にある患者

さんについても多くのリハビリ処方が出され、対

応できる状態になっています。体力・筋力の向上

のために身体を動かすリハビリ、楽に安全に動け

るようにするための日常生活動作のリハビリ、食

べ物を飲み込みやすくする摂食・嚥下のリハビリ

など 1 対 1 で行うリハビリテーションに加え、必

要に応じご家族への介助指導や、入院患者さんの

ご自宅へ伺って住宅改修のアドバイスを行う退院

前訪問指導なども行います。「病気は治ったけど動けないから帰れない」という状態にならないためにも、

安静によって余分な障害を作らないよう、できる限り早期から幅広く患者さんと関われるように努めてまい

ります。

（リハビリテーション課スタッフ：理学療法士17名　作業療法士 8 名　言語聴覚士 3 名　鍼灸師 1 名　助手 2 名）



岐　阜　中　央　病　院

加齢とおしっこ
泌尿器科　 坂 　 義 人

　おしっこにまつわる病気や症状は数多くあります。その中から今回は高齢者についてお話します。ヒトは

年を重ねるにつれて、排尿トラブルが出やすくなります。

　男性で多いのは、夜間に何回もトイレに起きることや尿の勢いが弱い、などです。また、トイレまで我慢

出来ずに漏れてしまうことや冷たい水に触れるとすぐトイレに行きたくなるなどもあります。女性は尿漏れ

が最も多いですが、女性でも男性と同じように夜間にトイレに起きるようになります。多くの方がこれらの

症状で、人知れず悩んでおられると思います。

　ところで、これらの症状は病気なのでしょうか？「年だから仕方ない」と諦めてみえる方もおみえでしょう。

しかし最近では、テレビや新聞などで、「夜間頻尿は薬で治る 」とか「尿漏れも薬や骨盤体操で治る」といった

宣伝がみられるため、もしかして「病気だから薬で治るのでは？｣と期待される方もおみえでしょう。

　さて、皆さんは年老いて足腰が弱くなったら病気になったと思いますか？ 白髪が増えてきたら病気がひど

くなってきたと思いますか？ 排尿に関する種々の症状もこれに似たところがあります。基本的には病気では

なく、多くの場合は加齢に伴う体調の変化なのです。

　たとえば、昼間の尿量と夜の尿量を比較してみると、若い間は昼間に多くの尿を作り、夜は昼の半分ほど

しか作りません。しかし、年をとるとこれが逆転して、夜間は昼間の倍ほどの尿を作る体に変化します。さ

らに膀胱に貯める尿量も若い時より少なくなります。このような体の変化が生ずるので高齢になると夜間に

尿を出さざるを得なくなるのです。これらの老いで生ずる変化は薬では治りません。普通は夜間に 1 回か 2

回の排尿が必要です。しかし夜間に 5 回も 6 回も起きるような場合は他に原因があります。原因は極めて多

種多様なので、これを見極めて解決策を講じるのが医師の役目と言えましょう。男性の性器である前立腺も

年とともに大きくなります。よく前立腺肥大症と言う言葉を耳にしますが、前立腺が大きいだけでは病気で

はありません。ですから治療する必要は全くありませんが、夜間頻尿や残尿感などの症状が出てきた場合に

は、苦痛を取り除くための治療が必要でしょう。

　女性の尿もれも加齢によって生ずる筋力低下が原因です。これも病気とは言えませんが、日常生活で困る

ようなことになれば、治療するのが良いでしょう。多くは自身で行う訓練で治りますし、薬でもある程度は

改善します。自分で治すためにはちょっとしたコツが重要です。

　このように、多くは単に加齢によって生ずる体の変調ではありますが、生活上不快に思ったり苦痛を感じ

る場合には、泌尿器科専門医に相談してみると良いでしょう。

4月1日付
熊㟢俊樹
（内科医師）
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